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BABOK研究会、これまでの活動
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ロードマップ（2019年3月に策定）

ターゲット企業
が決まった

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

合宿 今年度
の活動
企画決
定

Player
洗い出
し

ニーズ
分析

シーズ
分析

ステー
クフォ
ルダ分
析

全体の
モデル
化

セミ
ナー

シンポ
ジウム
活動報
告

忘年会

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

テーマ策定
(自動車業界をター
ゲットとしたDX探求)

Playerを決定、ペル
ソナを定義

カスタマジャーニーマッ
プの作製

因果マップの作製・充実 定量モデ
ル化

合宿では
「Powersim」の操
作演習を実施

「Googleハングアウ
ト」でリモート参加を
実現
Web Tool「Lino」
でテンプレートを作成
し、共有

Web Tool「Drawio」で作成、
FaceBookなどで共有

活動内容

「Powersim」で
Caosal Loop 
Diagramを作成
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「セミナー開催」
成果発表とワークショップ



ビジネスアナリシスプロセスマップ

 ビジネスデザイン

 ビジネスモデル策定

 ビジネスアーキテクチャ策定

 ハイレベルの要求創造

 ビジネスデザイン実装のための
要求分析と体系化

 要求分析ツリー（要求アーキ
テクチャ定義）

 ユーザーストーリー定義

 データーアーキテクチャ定義

 ソリューションのデザイン

 ユースケース

 業務プロセス設計

 IT機能デザイン
 論理DB設計

 ソリューションの実装

 アジャイル開発

 IT開発・テスト

 ソリューションの評価

 KPIマネジメント

 差異分析

 改善活動

ビ
ジ
ネ
ス
価
値

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
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ビジネスデザインの詳細
ビジネスのデザイン
・ビジネスモデル策定
・ビジネスアーキテクチャ策定
・ハイレベルの要求創造

ステークホルダー分析
・ペルソナ定義
・カスタマージャーニーマップ定義

ニーズ分析
・カスタマーペイン定義
・カスタマーゲイン定義

シーズ分析
・提供可能テクノロジー定義
・提供可能プロダクト定義
・提供可能サービス定義

事業構造のダイナミック変化分析
・システム思考
・システムダイナミックス

ビジネスドライバー抽出

ハイレベル要求抽出

ビジネス目標値抽出（KPI）

価値の追求

・Customer
Value
Proposition

テクノロジーの導入により起こる変化

デザイン思考

システム思考

DXを推進するには、特にここの
スパイラルアップが重要
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進め方の留意事項
 メソドロジーの中で、様々なツール、プロセスを使用するが、重要な
のはメソドロジーではない

 何故、ラグビーの日本代表が強敵に勝てたのか？

 One Teamです

 ラグビーの日本代表もScrum、Pass、オフロードパスなどの技術を磨
いたが、それ以上に重要視したのがOne Teamです。

 Teamが一丸となって共通の目標に向けて力を注ぐとき、集まった人数
以上の力が出るのです
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今年のテーマをどう決めたか

案1．ソフトウエア工学Bで、
先端ビジネス領域を徹底深堀
自動車業界のCASE、MaaSを
テーマに社会全体を俯瞰した
変遷をモデル化し、個々の事
業者がどのようにDX移行すべ
きかを探求する。

案2．ソフトウエア工学Bでレガシー
企業のDX探求
レガシー企業のケースを想定し、
ビジネスモデルの現状評価、ビジ
ネスモデルのあるべき姿（DXに
なる姿）作成。

昨年は、レガシー企業の変革をやった今年は、先端ビジネス領域にしよう

7



Persona A ～ E 概略

Persona C

86歳(介3)

62歳

海後 勤
介護しながら名古屋ま
で遠距離通勤しネット
ワークエンジニアの仕事
を続けている

モビリティに関して解決し
たい課題を持っている

モビリティはステータスもし
くは趣味・レジャー志向

ほぼ公共交通で満足モ
ビリティにニーズがない

Persona A

88歳(介1)

68歳(障)63歳
葦野 痛蔵
もと航海士いま障碍
者のヨットオーナー

Persona D

58歳

32歳27歳

家賀 好代
そろそろ結婚したい
独身高校教員
インドア派で車に興味なし

既婚・子供あり

Persona E

65歳60歳 隠居 楽造
悠々自適な老夫婦
車好きだが認知症時
に降りられるか心配

経営を引き継ぎ主要
駅前に美容歯科を5

クリニックを展開

Persona B

40歳40歳

中2小3 小6

畑羅木 蜂男
郊外から名古屋に通う
サラリーマン
奥さんがセレナで子供
のスポーツ活動や塾の
送迎を担当

畑羅木 蜂子

仲の良い母親

ペルソナの定義
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ストーリー 家を出る 職場到着 勤務中の移動 帰宅

Persona詳細行動 旦那が一番早く出勤（徒
歩）
小6・小2が登校（徒歩）
本人がセレナで出勤
中2が登校（自転車）

会社の駐車場に到着（そ
こから少し歩く）

自分の車で市内の小学校
などを回る

帰途、スーパーに寄って買
い物し、自宅で小学生を
見ている父親と交代

Customer Gain 家族全員の出勤・登校が安
全に完了する

近くて車が汚れないところ
に止め、円滑に職場に移
動したい

事故やトラブルを心配せず
に移動したい目的地を明
確にしたい

スムーズに早く帰りたい

Customer Pain 自分が出社した後の家の保
安、⾧男が遅刻しないか
渋滞で会社に遅刻しないか

駐車場所が会社の建物か
ら遠い

行く先が時々わからないこ
とがある
自分の車なので事故した
時の責任が心配

渋滞で帰宅が遅れるか心
配

テクノロジー(CASE)
による支援

施錠の通知を受けたい
遠隔施錠
スマホとカーナビとの連携
LOCALな渋滞情報を知りた
い

屋根のあるところで降りても、
車が自分で駐車場まで移
動

高性能なナビ
自動巡回コースの設定
高性能な事故回避システ
ム

LOCALな渋滞情報の提
供
スーパーで買うものがあらか
じめセットになっている

畑羅木蜂子さんの通勤Customer Journey Map
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畑羅木蜂子さんの子供送迎Customer Journey Map
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Value Proposition Canvasに展開すると

11



因果 MAPへ展開
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因果MAPを洗練
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因果MAPの背骨要求同士をつないだMAP
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Causal Loop Diagramへ展開
背骨要求だけを残し、全体の構造が分かる
因果関係図（Causal Loop Diagram）に
落とした。

※ 因果関係図（Causal Loop Diagram）とは、システム思
考（Peter. Senge）で使用するモデリングツールで、時系列
で変化する様々な要因同士の因果関係を明らかにし、問題領
域全体の構造を知ろうとするツールです。

株価

投資

事業活
動

強調ループ

都市の
人気

地価
移入する人

均衡ループ
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System Dynamics へ展開し、定量モデル化
Causal Loop Diagramをもとにシステムダイナミックスの定量モデルを作
成

 ロボットアバター、自動運転、MaaSというテク
ノロジーが、社会にどのような価値をどのような
構造でもたらすのかが見えて来る

 これを成功させるには、どこの押手（梃子）を押
してやれば、うまく回るかが分かるようになる

 正確なデータが収集できるなら、定量モデルによ
り、努力に対する効果がどれぐらい出てくるのか
が分かり、投資対効果の判断がしやすくなる
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IoTと世間では騒いでいるが、

 データーが取れたから何が分析できるかを考えるのではなく、こういう
ことを知るためにどんなデータが必要かを考え、IoTを仕掛ける
自動運転の安全性が、どのようにユーザー数の増加に関係するのか？

ママ友の親密度がどれぐらいになれば、子育てしやすさがどれぐらい上がる
のか？など

結果よりもプロセスが重要

 ステークホルダーを Involve しなければ前には進まない。

 Workshop の重要性
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ご清聴、ありがとうございました。
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